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１．はじめに
　図画工作科の学習では，思いや願いを具現化する新
たな考え方や表し方を見付けたり，新たな見方や感じ
方で見たりして，自ら表したものやとらえたことによ
さを見出すことができるようにすることが大切だと考
える。そのためには，豊かな発想や構想をする力，工
夫して表す力，自分なりに感じ取る力などを培うこと，
言い換えれば，図画工作科の教科における，思考力・
判断力・表現力等を育むことが大切である。
　また，現行の図画工作科の学習指導要領１）では，自
分の感覚や活動を通して形や色などをとらえること
や，自分のイメージをもつことなどの〔共通事項〕が
示され，指導の具体化を図るよう指摘されている。し
かし，実際の授業において，〔共通事項〕で示された形・
色・イメージなどから子どもの活動を読み取り，それ
に基づいた指導を行うには，具体的にはどのようにし
たらよいのかわかりにくい面があると感じた。
　そこで，〔共通事項〕の視点の具体化を図り，表現す
る際の発想を広げたり，構想を深めたり，鑑賞する際の
見方や感じ方を深めたりする手立てとして，協力学習
法と呼ばれる協同学習に着目することにした。協力学
習法について，杉崎修治は以下のように説明している。
　　ジョンソン兄弟によって開発された協力学習法
（Johnson.D.W&Johnson.R.T.1975）は「最も純粋
な協同学習」（Slavin.R.1985）といわれています。生
徒は４～５人の小集団に分けられ，一緒に１つの
ワークシートを成員の全員がわかるまで協同して学
習します。集団間の競争は用いません。また，集団
の取り組み方を重視し，集団運営に関わる訓練にも
力を入れています。ジョンソンたちの協同学習では，
「互恵的な協力関係」「活発な相互交流」「個人の役
割責任」「社会的な技能の訓練」「グループの改善手
続き」の５つの基本的構成要素が不可欠であるとし
ています２）。
　以上のような協力学習法と呼ばれる協同学習を図画
工作科の学習に取り入れることで，子どもたちは思考
力・判断力・表現力等を育むことができるようになる
と考えた。
２．〔共通事項〕について
　現行の小学校学習指導要領解説「図画工作編」では，
自分の感覚や活動を通して形や色などをとらえる，自
群馬大学教育実践研究　第30号　221～228頁　2013
分のイメージをもつなどの〔共通事項〕が示され，指
導の具体化が図れるよう記述されている。具体的には，
表現及び鑑賞の指導を通して，〔共通事項〕「ア　形や
色などに関する事項」「イ　イメージに関する事項」を指
導する。各学年における共通事項は以下の通りである。
［１・２年］
ア　自分の感覚や活動を通して，形や色などをとらえ
る。
イ　形や色などを基に，自分のイメージをもつ。
［３・４年］
ア　自分の感覚や活動を通して，形や色，組み合わせ
などの感じをとらえる。
イ　形や色などの感じを基に，自分のイメージをもつ。
［５・６年］
ア　自分の感覚や活動を通して，形や色，動きや奥行
きなどの造形的な特徴をとらえる。
イ　形や色などの造形的な特徴を基に，自分のイメー
ジをもつ。
　このような〔共通事項〕の視点の具体化を図る際に，
協同学習を取り入れることで，子どもが実感しながら
造形的な特徴である形や色などを具体的にとらえた
り，形や色などを基に自分のイメージをもったりする
ことができるようになると考えた。
３．協同学習を取り入れた先行研究について
　図画工作科の学習では，協同学習を取り入れた研究
が見付からなかったが，他教科では協同学習を取り入
れた研究が盛んに行われている。ここでは，理科にお
ける研究を取り上げる。
　大黒孝文と稲垣成哲は，理科の学習において，ジョ
ンソンらの提唱する協力学習法の５つの基本的構成要
素を取り入れた実験授業を計画，実践し，生徒一人ひ
とりが目的意識を持って実験に取り組めたことや，共
通の課題解決に向けたグループ内での意思疎通が順調
に行われるようになるなどの学習効果が見られたこと
を明らかにした３）。
　そこで，大黒と稲垣が明らかにした，協力学習法の
５つの基本的構成要素を取り入れることは，図画工作
科においても子どもの活動への取り組みの態度や，グ
ループ内での意思疎通について学習効果が見られるの
か検証する。
４．協同学習を取り入れる場面について
　図画工作科の学習では，自分の思いや考えについて
課題や迷いなどが生まれたときに，材料や用具，作品
などを介して「語り合う」「聞き合う」「見合う」「真似
し合う」「表現し合う」「つくり合う」など，友達と関
わることで課題や迷いなどを解決していくことが多
い。
　そこで，図画工作科において，課題や迷いなどが生
まれる場面について具体的に検討してみたところ，筆
者の経験上，概ね３つの場面に分けられると考えた。
それは，①表現における発想を広げる場面，②表現の
構想を深める場面，③鑑賞における見方や感じ方を深
める場面，の３つである。
① 表現の発想を広げる場面
　自分の表したいことを見付けているときに，テーマ
や材料等から，どんなものができそうか知りたい，自
分の思い付いたもののよさについて確認したいという
思いが生まれる。そのような課題や迷いをもった時に，
友達と関わることで，友達のよさを参考にしたり，新
たに思い付いたりすることができ，発想を広げるよう
になると考える。
② 表現の構想を深める場面
　自分なりの表し方で表しているときに，自分の課題
や迷いを解決したい，見付けたよさを共有したいとい
う思いが生まれる。そのような課題や迷いをもった時
に，友達と関わることで，友達の表し方を参考にした
り，新たに表し方を思い付いたりすることができ，構
想を深めるようになると考える。
③ 鑑賞の見方や感じ方を深める場面
　作品などを分析的に見て，想像や推理を働かせてい
るときに，友達の見方や感じ方を知りたいという思い
が生まれる。そのような課題や迷いをもった時に，友
達と関わることで，友達の見方や感じ方を参考にする
ことができ，新たな見方や感じ方でとらえるようにな
ると考える。
　以上のような，課題や迷いがなどが生まれる場面に
おいて，友達と関わることを促す協同学習を取り入れ
ることで，図画工作科における思考力・判断力・表現
力等を育むことができるようになると考えた。
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５．研究目標
　図画工作科の学習において，〔共通事項〕の視点の具
体化を図り，思考力・判断力・表現力等を育むために，
課題や迷いなどが生まれる場面に協同学習を取り入
れ，その有効性について，実践を通して明らかにする。
６．研究の方法
　前述した３つの場面において，〔共通事項〕の視点の
具体化を図り，協力学習法の協同学習を取り入れる。
それぞれの場面に応じて，次のような協同学習を設定
する。
① 表現の発想を広げる場面
　協力学習法の協同学習として，次のように５つの基
本的構成要素を取り入れる。「活発な相互交流」を踏ま
え，自分の表現したものと友達の表現したものを交換
し合い，それを素材にしてできそうなものを話し合い
ながら表現する活動を設定する。そして，「互恵的な協
力関係」「個人の役割責任」「社会的な技能の訓練」「グ
ループの改善手続き」を踏まえ，協同学習を成立させ
るための，グループ，場，ルールの工夫を行う。この
ことで，友達と関わる状況を意図的につくりだし，発
想を広げることができるようになると考える。
② 表現の構想を深める場面
　協力学習法の協同学習として，次のように５つの基
本的構成要素を取り入れる。「活発な相互交流」を踏ま
え，個々の思いや願いを互いに共有した上で，表すこ
とと見ることを友達と交互に行う活動を設定する。そ
して，「互恵的な協力関係」「個人の役割責任」「社会的
な技能の訓練」「グループの改善手続き」を踏まえ，協
同学習を成立させるための，グループ，場，ルールの
工夫を行う。このことで，友達と関わる状況を意図的
につくりだし，構想を深めることができるようになる
と考える。
③ 鑑賞の見方や感じ方を深める場面
　協力学習法の協同学習として，次のように５つの基
本的構成要素を取り入れる。「活発な相互交流」を踏ま
え，作品について，表されているものや自分の感じた
ことを語り合うことのできる活動を設定する。そして，
「互恵的な協力関係」「個人の役割責任」「社会的な技
能の訓練」「グループの改善手続き」を踏まえ，協同学
習を成立させるための，グループ，場，ルールの工夫
を行う。このことで，友達と関わりながら，多様な見
方や感じ方を交流することができ，自分なりの見方や
感じ方を深めることができるようになると考える。
７．実践例
（１）概要
　表現の発想を広げる場面，構想を深める場面，鑑賞
の見方や感じ方を深める場面のそれぞれにおいて，協
同学習を取り入れた授業を具体化し，実践を行った。
① 表現の発想を広げる場面
【協力学習法の協同学習を取り入れた活動】
　友達と話し合いながら，交換した紙片を並べたり，
組み合わせたりしてお話をつくり，貼り絵に表す。
【グループ】
　グループは５人組にする。
【場】
　１人ずつ違う色の画用紙を用意する。机を囲んで座
れるように椅子を用意する。
【ルール】
１．友達と交換した５枚の紙片は必ず使う。
２．形から見立てるときや，５枚の紙片を配置すると
きは，グループの友達と話しながら行う。
３．絵について「誰が」「どこで」「何をして」「どうなっ
た」のように，簡単に説明ができるお話をつくる。
② 表現の構想を深める場面
【協力学習法の協同学習を取り入れた活動】
　アニメーター役とカメラマン役になりきり，友達と
協力しながら，アニメーションを制作する。
【グループ】
　グループは２人組にする。
【場】
　三脚，デジタルカメラ，撮影する背景の画用紙を２
人に１組ずつ用意する。自由に動けるように椅子を排
除する。
【ルール】
１．表現者の意図を共有してから，アニメーター役と
カメラマン役に分かれる。
２．アニメーター役は意図に合うように少しずつ材料
の位置等を変える。
３．カメラマン役はデジタルカメラで１コマずつ撮影
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する。
４．アニメーションがある程度できたところで，モニ
タを見て確認をし，さらに続けたり，撮り直した
りする。
③ 鑑賞の見方や感じ方を深める場面
【協力学習法の協同学習を取り入れた活動】
　友達と協力しながら，卵の割れた瞬間をとらえる疑
似体験をしたり，瞬間をとらえた画像の紹介をしたり
する。
【グループ】
　グループは４人組にする。
【場】
　デジタルカメラ，背景用画板，材料などを，各グルー
プに１組ずつ用意する。自由に動けるように椅子を排
除する。
【ルール】
１．グループで，次のような係分担を話し合いで決め
るようにする。
　　材料を操作する係，撮影係，背景係，タイミング
を計る係
２．それぞれの係が協力し合って，卵が割れて中から
飛び出した瞬間など，一瞬をとらえた写真を撮影
する。
３．グループごとに撮影した写真を，プロジェクター
で大きく写し，紹介し合う。
（２）授業実践の内容
① 表現の発想を広げる場面
【題材名】「みんなのチョキした形から」
【対象学年】３年生
【実施年月日】2010（平成22）年11月
【配当時間】３時間
【ねらい】
　友達と話し合いながら，交換した紙片を並べたり組
み合わせたりして，つくれそうなお話の発想を広げ，
貼り絵に表す。
【準備物】
　参考作品，色画用紙，はさみ，のり
【実践内容】
　導入では，ギザギザ切り，ぐにゃぐにゃ切り，もく
もく切りなど，紙の切り方を教師が演示することで，
色々な形に切ることができるようにした。子どもたち
は，各自，はさみで画用紙を面白い形の紙片に切った。
　次に，自分の切った紙片と友達の切った紙片を交換
させた。その際，なぜその紙片を選んだのか聞き，選
んだ理由を答えるやりとりをするように促した。この
ことで，「形が尖っていて格好いいから。」など，自分
が選んだ紙片に思い入れがもてるようにした。
　そして，５枚の紙片を黒板に提示し，どんなお話の
絵ができそうか教師が問いかけながら，お話のつくり
方や，それに合った絵の作り方を演示し，多様な見立
てができることに気付けるようにした。
　その後，子どもたちは，友達と話し合いながら，紙
片の向きを変えたり組み合わせたりして，自分のお話
づくりに取り組んだ。完成したお話は，作品を見せ合
いながら互いに紹介し合った。
② 表現の構想を深める場面
【題材名】「手作りアニメ制作所」
【対象学年】５年生
【実施年月日】2011（平成23）年５月
【配当時間】３時間
【ねらい】
　デジタルカメラを使い，アニメーションの仕組みを
使ってできる表現を発想し，少しずつ表し方を変えな
がら，形や色の変化，連続した動きが表れるよう工夫
する。
【準備物】
　デジタルカメラ，三脚，台紙，実物投影機，プロジェ
クタ，身近な材料
【実践内容】
　導入では，身近な材料の形や色，配置などを少しず
つ変化させながら撮影した写真を提示し，デジタルカ
メラを使ってアニメーションをつくろうと投げかけ，
題材の表現に対する見通しをもてるようにした。子ど
もたちはハサミが生きているように動いている参考作
品を見ると，「おもしろそう。」「早くやってみたい。」
などつぶやき，活動に関心をもたせることができた。
　次に，身近な材料を使ったアニメーションの表し方
の例を示し，「材料の形や色の変わり方」「材料の配置
の仕方」「材料の増減の仕方」などの観点を提示するこ
とで，身近な材料が動いて見えるストーリーの手がか
りをつかめるようにした。子どもたちは，「洗濯ばさみ
が海に飛び込んで，海の中を冒険する話にしよう。」な
ど，自分なりにストーリーを考えたり，使えそうな材
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料を選んだりして，四コマに表していた。
　その後，子どもたちは２人組になり，身近な材料の
形や色，配置などを少しずつ変化させながらアニメー
ションづくりに取り組んだ。撮った写真は，連続して
再生する仕組みを使って，アニメーションに表した。
③ 鑑賞の見方や感じ方を深める場面
【題材名】「ああ，この瞬間」
【対象学年】５年生
【実施年月日】2012（平成24）年１月
【配当時間】２時間
【ねらい】
　友達と感じたことを話したり，一瞬を捕らえた写真
を撮ったりして，表現の意図や特徴をとらえ，スーパー
リアリズム絵画のよさや美しさを感じ取る。
【準備物】
　上田薫「なま玉子」の図版150×120㎝（掲示用），デ
ジタルカメラ，黒画用紙を貼りつけた画板，卵のよう
なスライム，ヨーグルトのようなスライム，シャボン
玉，皿，スプーン，フォーク，ワークシート
【実践内容】
　導入では，実物大の上田薫の作品の図版を掲示し，
気付いたことや感じたことを発表できるようにした。
子どもたちからは「大きいな。」「本物みたいだ。」など
の発言が出され，作品に興味・関心をもたせることが
できた。
　その後，子どもたちはグループになり，上田薫になっ
たつもりで，日常的な対象の中から，切り取りたい瞬
間の写真を撮影した。撮った写真はプロジェクターで
大きく映し出し，互いの写真を見ながら，思ったこと
や気付いたことを話し合った。
　最後に，改めて上田薫の作品の図版を見て，気付い
たことや発見したことを発表し合った。
８．考察
　それぞれの場面において，上記のような協同学習を
取り入れた授業を実践したことで，どのような効果を
もたらしたのか，子どもの様子から検証していく。
① 表現の発想を広げる場面
　子どもたちのお話づくりでは，次のようなやりとり
が見られた（図１）。
（C1，C2，C3は児童）
C1「（黄色の紙片を見ながら）この形はパンダか熊にし
ようかな。」
C2「（両手を挙げているような形から）僕には，人が驚
いているように見えるんだけど。」
C3「そうだね，人が何かに驚いているみたいだね。」
C2「（矢印のような形を見付けて）この紙，剣に使えそ
うだよ。」
C3「う～ん，向きを変えると，帽子になるよ。（さっき
の黄色の紙片に組み合わせる）」
C1「その方がいいね。じゃあ，帽子をかぶっている人
が驚いているお話しを考えよう。何に驚いている
ことにしようかな……。」
　このように，友達と紙片の形や色を見て，並べたり，
組み合わせたりして，感じたことを話しながら，お話
をつくっている姿が見られた。このことは，他教科に
おけるワークシートに表す代わりに，お話づくりをし
ながら作品に表すことで，協同学習を通して自分なり
に発想を広げている姿と言える。
【その後の学習】
　自分たちのつくったお話の絵を紹介し合い，感想を
伝え合った。お話と絵を紹介し合う様子は次の通りで
ある。
○お話の内容
　「雲から雷が出てきて，恐竜がUFOに助けられた。」
（図２）
○友達からの感想
　「ボタンにすると思っていた形を，UFOにしたのが
上手いと思った。」
○お話の内容
　「とんがり帽子をかぶった人が歩いていると，雨が
降ってきて，ライオンが出てきて驚いたところ。」（図３）
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図１　「お話づくり」をしている様子
○友達からの感想
　「帽子の形を，ライオンの口から火を吐いてるみたい
に使えば，驚いてるみたいになりそう。」
　このように，協力学習法の協同学習を取り入れたこ
とで，自分の発想だけでなく，友達の発想も取り入れ
た形や色の見方や使い方ができるようになり，紹介さ
れた絵をただ見るだけでなく，さらに発想を広げて感
想を伝え合うことができるようになったと推察され
る。
② 表現の構想を深める場面
　２人組になった子どもたちは，表現者と撮影者に分
かれて，協力し合いながらアニメーションづくりを
行った（図４）。表現の途中で，変化や動きが連続して
見えない子どもには，モニタで意図どおりに動いて見
えるか確かめ，助言するよう促した。子どもたちは，
まなざしを共有しながらモニタを見て，自分たちの表
現について，頷きながら確認していた。
　このように，役割を決めて，友達と協力しながら，
形や色の変化，動きを工夫して，アニメーションをつ
くる姿が見られた。このことは，他教科におけるワー
クシートに表す代わりに，アニメーション作品として
表すことで，協同学習を通して自分なりに表現の構想
を深めている姿と言える。
【その後の学習】
　完成したアニメーションを紹介し合い，よりよいア
ニメーションの表現がつくれたことを賞賛し合った。
アニメーションは次のような作品である。
○おはじきでつくった熊が，はちみつを食べたくて走
りだす。（図５）
○洗濯ばさみと紐でつくった龍と，おはじきの戦士が
戦う。（図６）
○マジックや洗濯ばさみが勝手に動いて絵を描く。（図
７）
○歩いていると風が吹いてきて，帽子が飛んでいって
しまう。（図８）
森坂実紀人226
図２
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図４　アニメーションづくりをしている様子
図５
図６
図７
図８
　このように，協力学習法の協同学習を取り入れたこ
とで，アニメーター役のメタ認知が促され，構想した
ことを具体化していく上で客観的に作品を捉えること
ができるようになったと推察される。また，カメラマ
ン役は，撮影しながら，アニメーションの動きが不自
然になっていないかモニタリングをし，その都度，ア
ニメーター役に助言をすることで，自然なアニメー
ションの動きになるように，コントロールすることが
できていたと推察される。これらのことから，アニメー
ター役とカメラマン役になりきり，友達と協力しなが
ら，アニメーションを制作する協同学習を行ったこと
で，友達と協力して身近な材料が動いて見えるアニ
メーションを，構想を深めながらつくることができる
ようになったと言える。
③ 鑑賞の見方や感じ方を深める場面
　グループになった子どもたちは，一瞬をとらえる活
動に取り組んだ（図９）。材料を操作する役，カメラマ
ンの役，台紙をおさえる役，全体を見て確認する役を
話し合いで決め，協力しながら一瞬をとらえた写真を
撮っていた。
　そして，撮った写真を鑑賞し合った。撮った写真を
プロジェクターで大きく映し出し，切り取った瞬間の
面白さや気付いたことを話し合うことで，新たに気付
いたことや発見したことを学級全体で共有していた。
　このように，役割を決めて，友達と協力しながら，
作品の追体験をしたり，撮った写真について話し合っ
たりした姿が見られた。このことは，他教科における
ワークシートに表す代わりに，作品の追体験をするこ
とで，協同学習を通して自分なりに鑑賞の見方や感じ
方を深めている姿と言える。
【その後の学習】
　授業の最後に，改めて上田薫の作品を見るよう促し
（図10），感じたことやわかったことなどをワーク
シートに書いた。スーパーリアリズムの作家になり
きったことで，作家の目線で瞬間を捉えることの難し
さを感じたり，被写体であるシャボン玉に蛍光灯が映
り込んでいる様子に気付いたりすることができてい
た。改めて上田薫の作品を見たときの感想は次の通り
である。
○「改めて見ると，生卵が落ちる瞬間をとても上手く
表現している。」
○「よく見ると，白身の中に顔が写り込んでいること
に気が付いた。細かいところまで，本物によく似て
いると思った。」
○「日常の何気ない事が，こんな芸術作品になるから
驚いた。私も家でやってみたい。」
　このように，協力学習法の協同学習を取り入れたこ
とで，スーパーリアリズムの作品について，実感を伴
いながら友達と話し合い，見方や感じ方を深めること
ができたと言える。
９．結論
　図画工作科の学習において，思考力・判断力・表現
力等を育むために，協同学習を取り入れた授業を設定
した。授業実践から，子どもたちに見られた姿は次の
通りである。
○協同学習を通して，友達との関わりを楽しみながら，
新しいことを学んでいる姿が見られた。
○迷ったり悩んだりする場面に遭遇することで，試行
錯誤や合意形成のための対話やアドバイスが重要で
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図９　作品の追体験をしている様子 図10
あることに気付き，自然に対話やアドバイスをして
いる姿が見られた。
○表現においては，材料などからイメージを広げたり，
アイデアスケッチなどから自分の思いや願いを具体
化したりする上で，協同学習が有効に働いている様
子が見られた。
○鑑賞においては，今までの見方や感じ方から，新た
な見方や感じ方に気付く上で，協同学習が有効に働
いている様子が見られた。
　　このように，子ども一人一人が意欲的に活動に取
り組み，課題解決に向けたグループ内の意思疎通が
うまく図れたことなどから，協同学習を取り入れた
授業は，子どもたちの表現する際の発想を広げたり，
構想を深めたり，鑑賞する際の見方や感じ方を深め
（もりさか　みきと）
たりする学習効果が見られたことが明らかになっ
た。
　　以上のことから，協同学習を取り入れた授業は，
図画工作科の学習において，思考力・判断力・表現
力等を育むために，有効であると結論する。
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